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1．はじめに

作業療法の現場で出会う対象者は身体機能の回

復を目的とした対象者だけでなく，身体機能の回

復が難しい難病を持った方もいる．そこで本研究

ではALSに対する作業療法の内容とその重要性，

また対象者の家族にとって作業療法はどのような

意味があったのか，作業療法士に求められている

技術は何なのかを検討することにした．

2．研究方法

（1）研究協力者

研究協力者はALSに関わっている作業療法士2

名ならびにALS当事者1名である．協力者の選出

にあたっては，まずALSに積極的に関わっている

経験豊富な近畿圏内の作業療法士を探し，研究協

力を依頼した．次にその作業療法士にALSを担当

したことのある作業療法士と当事者の方を紹介し

ていただいた．

（2）調査・分析方法

研究協力者に，ALSにおける作業療法の重要性

とは何かということをインタビューした．インタ

ビュー時間はAさんとBさんは1時間程度，Cさ

んは実際に自宅訪問に同行させていただき，その

中で30分程度行った．そして本人の許可を得てIC

レコーダーに録音し，その後逐語録にしてまとめ

た．調査期間は2013年12月～2014年3月であった．

インタビュー終了後に音声記録をすべて逐語録に

転記した．意味分節はAさん18個，Bさん7個，

Cさん6個でこれらを読み込み，7つのカテゴ

リーを生成した．なお，本調査は神戸学院大学総

合リハビリテーション学部 ヒトを対象とする研

究等倫理委員会で承認を受けている（承認番号

1320013）．

3．結果

3名のインタビュー内容を分析し，7つのカテ

ゴリーを生成した（図参照）．

① できることを100％する：「（対象者は）病気

になって自分が役に立っているっていうフ

ィードバックが入り，評価されていると感じ

る」（Aさん）「環境が整っていれば可能性が

ひろがる」（Cさん）と語った．環境を整え，

対象者のやりたいことを実現することが対象

者の生きがいや生きている意味につながる大

切な作業となる．

② 小さなことを本人が満足するように支援し，

信頼関係を構築する：「その人の今の困りご

とを解決するような介入をしていく」（Aさ
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ん）「廃用性の機能低下をなくし，残存機能

を引き出して役に立つようにする」（Bさん）

と語った．対象者の初期からの小さな困りご

とを一つずつ解決していくことで信頼関係は

構築される．

③ “作業”のとらえ方：ALSの作業のとらえか

たを「現象で捉えるか抽象的な精神論でとら

えるかで変わってくる．そしてターミナルケ

アは作業の概念をかなり広くとらえる」（A

さん）と語った．現象でとらえる作業だけで

はなく，精神心理的な活動も作業に含まれる

のである．

④ 人と人，心と心を結ぶコミュニケーション：

「自分の気持ちをパソコンで打ち込むことで，

他の人（ヘルパーや訪問看護師）に自分の気

持ちを分かってもらえる」（Cさん）と語っ

ており，コミュニケーション機器は対象者の

気持ちをくみ取る重要な手段と考えてよい．

⑤ 介護支援と介護拒否：「ピアサポートを用い，

フラストレーションをため込まない，発散す

る場を作ることが大切になる」（Aさん）「リ

ハの現場に立ち会ってもらうことや，対象者

がどこまでの機能が保てているかをしっかり

と見てもらい，理解してもらうことが必要で

ある」（Bさん）と語り，家族への精神的サ

ポートも重要となる．

⑥ チーム形成と作業療法士の役割：「他職種と

ノートを使用し，情報交換をスムーズに行い

作業療法士には何が求められているのかを知

ることも大切」（Aさん）と語り，それぞれ

の職種が個々の考え方で対象者と関わるので

はなく，チーム全体で一人の対象者に関わる

ことで，対象者の進行状況に合わせた支援を

行うことができるのである．

⑦ 生きていくための呼吸リハ：「呼吸リハは生

きていくうえで一番大切なこと」「ただ胸郭

を動かすだけではなく，肺に負担をかけない

ように体勢や環境を変えるのも呼吸リハであ

る」（Bさん）と語っており，できるだけ自

発呼吸をし，話すことができるように支援を

行う．

4．考察

今回行った3名のインタビュー調査から，ALS

に対する作業療法士の関わりで必要となってくる

技術として次の6項目が考えられた．①対象者を

評価し，希望を実現できる技術，②コミュニケー

ション機器の知識，③疾患についての知識と予後

予測，④家族への対応力，⑤チームの一員として

役割を達成する技術，⑥呼吸リハの知識と技術で

ある．

ALSは進行に伴い，残存機能が徐々に減ってい

く．その中で対象者の希望を叶えるために対象者

の残存機能を評価し，疾患について深く知ること

が必要である．その知識の中には，コミュニケー

ション機器や呼吸リハも必要になるだろう．また，

進行性の疾患において必要になるのは家族の受け

入れと家族との関係である．これらがALSに対す

る作業療法士に必要となる技術ではないかと考え

る．

5．まとめ

作業療法士がALSに関わる意味として，作業療

法士がALSの対象者の希望を100％実現するとい

うことが考えられる．それを実現することは対象

者にとって生きている意味となり，生きがいとな

る．そのため作業療法士はコミュニケーションを

とりながら信頼関係を築き，広い視野で作業をと

らえ，情報をチームで共有する技術と知識が必要

である．
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